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１. はじめに 

 全国には約 17 万ヵ所のため池があり、その約 7 割のため池堤体は江戸時代以前に築造

されたと言われている 1)。加えて、近年の集中豪雨や地震といった自然災害によってため

池が破堤し、住宅や農地が被災するといった事象が生じている。特に、平成 30 年 7 月に西

日本で発生した豪雨ではため池に関わる被災例も多く、当時の農林水産大臣から閣議後の

会見の中で、「まったく使われていないため池は廃止も

検討しないといけない」とのコメントもあり、廃止ため

池の具体的な対応が注目されている 2)。また、筆者らが

行ったアンケート結果から、主なため池の廃止方法の

約 6 割がため池台帳からの削除のみであり、何らかの

対策工法が行われたものは約 2 割であった（Fig.1）3)。

対策工法の実施件数が少ない要因の 1 つとして、使用

されなくなったため池を安全かつ効果的に廃止するた

めの具体的な対策工法や設計指針などが確立されてい

ない点が挙げられ、島根県では「ため池安全確保指針

（平成 27 年 11 月）」4)を作成する等、各自治体が独自

に対応しているという現状である。 

 本論文は、青森県、秋田県、A 県、B 県の 4 県におけ

る廃止ため池の施工事例と、施工に対する課題点を示

すものである。 

２. 廃止ため池の施工事例 

 Fig.2 は、青森県で実施された開削工法によるため池

の廃止施工事例を示す。これらの施工事例は、谷池ため

池での貯水機能を無くすために最も多く利用されてい

る工法であり、ため池堤体の一部を V 字に開削して開

水路を設置したものである。 

 Fig.3 は、青森県で実施された暗渠工法によるため池

の廃止施工事例を示す。このため池では堤体の天端部

分が農道となっているため、開削工法ではなくコンク

リート U 字管による暗渠工法が行われたものである。 

Fig.4 は、秋田県で実施されたため池の廃止施工事例

（施行中）を示す。このため池の天端部分には用水路が

設けられていることから暗渠工法が採用されている
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が、洪水時の流木等による暗渠閉塞を防ぐため、上流部

の横断暗渠工前面に鋼製の流木捕捉工 5 本を併せて設

置している 5)。 

 Fig.5 は、A 県で実施された親子ため池上流部での廃

止施工事例を示す。周辺住民の希望により廃止する上

流池の堤体を残すため、上流池で貯水している水を下

流池に開水路で排水させており、撤去した残土は上流

池敷内に敷設することで、コストを縮減させている。ま

た、同県では排水時の流出土砂を防ぐための沈砂池

（Fig.6）を、開削部分の開水路口上流部に設置してい

る場合もある。 

３. 廃止ため池に対する課題点 

 ため池の廃止後、台風等の集中豪雨により流木等が

開水路や暗渠を閉塞させる場合や、池敷内の土砂が下

流側へ流出していく事が考えられる。流出土砂に関し

ては、沈砂池の設置や島根県「ため池安全確保指針」に

よる堤体の切り下げ高さを基礎地盤から 0.5m 上部とす

る等の対策が行われているが、今後の経過観測が必要

であり、廃止したため池自体の管理方法も検討する必

要があると考える。また、暗渠工法の場合は流木等によ

る暗渠閉塞が課題となり、砂防施設設計の考え方も取

り入れる必要があると考える。Fig.7 は、ため池廃止後

の造成によって堤体直下が住宅地となった B 県の事例

であるが、今後は開発行為によって変化していく周辺

環境に応じた廃止工法が必要になってくると考える。 

４. まとめ 

 本論文では、4 県の廃止ため池の施工事例と施工に

対する課題点を示した。 

廃止工法の多くが開削工法であったが、周辺環境等

の制約から暗渠工法による廃止も行われていた。また、

降雨による流木や流出土砂を抑制するための工法の確

立が今後必要であると考える。 
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